
  

 １２月２４日の第２学期終業式で、全校生徒に対し

て校長講話を実施しました。その内容の一部を転載す

ることで、私の思いを保護者の皆様にお伝えしたいと

思います。  

 約２５００年前、インドで仏教を開祖されたお釈迦

様はよくたとえ話をもちいて、人々に教えをやさしく

説かれていていたそうです。その中の一つで次のよう

な話があります。 

 Ａさんという目の不自由な方が、ある日、友人のＢ

さんを久しぶりに訪ねました。積もる話に花を咲か

せ、ふと気付くと外は真っ暗な夜になっていました。

あわてて帰ろうとするＡさんにＢさんは「夜道は危な

いから」と提灯を持たせようとしました。すると、Ａ

さんが真っ赤になって怒り出しました。「目の不自由

な私に提灯が要るわけない。悪い冗談はよしてく

れ。」すると、Ｂさんは「でも、あなたは要らなくて

も相手の人がぶつかってくると危ない。だから、持っ

ていきなさい」 

 このたとえ話はいったい何を教えているのでしょう

か。提灯は目の不自由な人には必要ないけれども、目

の見える人には必要です。たとえ、自分には必要なく

ても、他の人には必要なものがたくさんあるというこ

とです。つまり、自分以外の人の立場に立って物事を

考えることの大切さを教えていると思います。別の見

方をすると、提灯を目の不自由な人が持っていること

で、目の見える人が避けてくれるとともに、もしかし

たら目の不自由な人を気にかけてくれるかもしれませ

ん。そのように考えると、自分以外の人の立場に立っ

て物事を考えたことが、逆に自分自身のためになって

いたということも言えると思います。 

 皆さんの中には次のようなことを実際に行っている

人がいます。「佐世保が活性化するために何かできる

ことはないか考え実行する」「毎朝夕、当番を決めて

国旗・校旗を掲揚・降納する」「部活動単位で近隣の

清掃を自主的に行う」「南高の魅力を外に発信するた

めインスタグラムを立ち上げる」また、日々の生活に

おいても「近隣にお住いの方々に笑顔であいさつをす

る」「教室の換気をまめに行ってくれる」「授業での

配布物をとりまとめ配布してくれる」など枚挙にいと

まがありません。 

 このようなことは、誰かのために行っていると同時

に、実は自分の成長にも繋がっていると思います。

もっと大きな見方をすれば、地球温暖化対策のために

何か行うことや、皆さんがよく耳にするＳＤＧｓの考

え方も同じなのでしょう。このように考えると自分以

外の人の立場に立って物事を考えることがいかに大切

であるかということがわかると思います。では、その

考え方や行動力を養うには、日頃、どのようなことに

気をつければよいのでしょうか。幼いときは知識が乏

しく自分のことで精一杯で他の人の立場に立って考え

るのは難しいものですが、成長する過程でのいろいろ

な経験を通して客観的な思考力や物事を俯瞰する視点

を習得し、その力は高まっていくのではないでしょう

か。以前にも話をしましたが、「ミカン箱にのれば遠

くまで見渡すことができ、世界が広がる。そのミカン

箱が知識というものだ」と森繁久弥さんは言われまし

た。知識が増えると世界が広がります。視野が広くな

ります。だから今は、まず、積極的に知識を吸収し、

視野を広げることが大事です。そのためのキーワード

が「なぜ？」です。皆さんも幼いころ、何かにつけて

家族や先生に「何でなの？」と質問していたのではな

いですか。その気持ちを思い出してください。授業中

の先生の説明、部活動の練習方法、ネットやテレビな

どからの情報に対して、疑問を持つこと。そして、そ

れを解決するため、調べる、先生や周りの人に聞くな

ど、具体的な行動をとる。先生にしつこく質問するな

どです。なかには正解のないものもあるでしょうか

ら、先生と一緒に考えましょう。そして、「知る喜

び」「発見する喜び」を少しでも多く味わって欲しい

のです。分からなかったことが分かるようになり、で

きなかったことができるようになる。その過程でおも

しろさを見いだし、興味が湧き、自然と努力する。そ

のことで相手の立場に立って物事を考えることができ

るようになり「自分自身の成長」にも繋がっていくと

思います。先ほどもいくつか例を挙げましたが、皆さ

んの多くが既にいろいろなことに疑問を持ったり、相

手の立場に立って物事を考えたりしながら、主体的な

行動をとってくれています。自信をもってこれからも

行動に移して欲しいと思います。  
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文化部発表会  

１０月２９日（金）にアルカスSASEBOにて、「青春独創〜 歓喜しよう南高魂の窓から 〜」のテーマのもと、

文化祭（文化部発表会）が開催されました。当初は９月に開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大に

伴う県独自の緊急事態宣言によって変更となりました。また、クラスや有志の参加企画も無くなり、文化部発表

会としての開催となりました。 

文化部だけの発表会の形式で、どうなるものか多少の不安はありましたが、そこは文化部の底力、蓋を開けて

みれば、それぞれ工夫がなされており、鑑賞した多くの一般生徒や職員も満足のいく内容でした。唯一残念だっ

たのは、コロナ禍とはいえ、保護者の皆様に２年続けてご覧に入れることができなかったことです。 

青春独創   ～ 歓喜しよう南高魂
こころ

の窓から ～ 



 

 
  

○男子バレーボール     

 春高県予選大会 

 準々決勝 佐世保南 2-0 佐世保実業 

 準決勝  佐世保南 1-2 大村工業 ベスト４ 

 

○女子バレーボール 

 春高県予選大会 

 １回戦 佐世保南 0-2 松浦 

 

○男子バスケットボール 

 佐世保地区新人体育大会 

 １回戦 佐世保南 68-86 佐世保北 

 

○女子バスケットボール 

 佐世保地区新人体育大会 

 ２回戦 佐世保南 107-28 佐世保西 

 準決勝 佐世保南 108-56 清峰  

 決勝  佐世保南 59-82  西海学園 準優勝  

 

○卓球 

 長崎県新人体育大会  

 男子団体 

 １回戦 佐世保南 3-0 長崎西 

 ２回戦 佐世保南 2-3 長崎東 

  

 女子団体 

 ２回戦 佐世保南 3-0 長崎東 

 ３回戦 佐世保南 0-3 長崎女子商業 ベスト８ 

 

○剣道 

 佐世保地区新人体育大会 

 男子個人：迎田・糸山 ２回戦敗退  

 女子個人：國知出   初戦敗退  

 男子団体：第３位 

 

 長崎県新人体育大会 

 男子個人：迎田・糸山 初戦敗退  

 女子個人：國知出   初戦敗退  

 男子団体：予選リーグ 佐世保南 0-4 大村 

            佐世保南 0-5 海星 

 

○陸上 

 長崎県高等学校総合体育大会 駅伝競走大会  

 女子 第１８位 １時間３３分５４秒 

 （出場校２２校）  

  

 男子 第３１位 ２時間４２分１１秒 

 （出場校３９校 棄権１校 途中棄権１校）  

 

○サッカー  

 第100回全国高校サッカー選手権大会長崎県大会  

 佐世保南 0-8 九州文化学園 

○男子ソフトテニス 

 佐世保地区新人体育大会  

 押渕・土橋ペア べスト１６（県大会出場） 

 川瀬・塚本ペア ベスト１６（県大会出場） 

 濱田・岩城ペア ベスト３２（県大会出場） 

  

 長崎県新人体育大会 

 ＜団体＞ 

 ２回戦 佐世保南 3-0 波佐見 

 ３回戦 佐世保南 0-3 大村工業 ベスト１６   

    

 ＜個人＞ 

 濱田・岩城ペア 初戦敗退  

 川瀬・塚本ペア ベスト３２（県個人選抜大会出場） 

 押渕・土橋ペア ベスト３２（県個人選抜大会出場） 

 

○女子ソフトテニス 

 佐世保地区新人体育大会 

 井川・森ペア  ベスト１６（県大会出場） 

 江口・太田ペア ベスト１６（県大会出場） 

 中原・金井ペア ベスト１６（県大会出場） 

 

 長崎県新人体育大会    

 ＜団体＞     

 ２回戦  佐世保南 3-0 壱岐 

 ３回戦  佐世保南 3-0 上対馬  

 準々決勝 佐世保南 0-3 長崎商業 ベスト８  

    

 ＜個人＞  

 井川・森ペア  初戦敗退   

 中原・金井ペア 初戦敗退   

 江口・太田ペア ２回戦敗退  

 

○野球 

 九州地区高等学校野球長崎県大会 

 1回戦 佐世保南 2-3 壱岐 

 

○放送 

 九州高校放送コンテスト県北地区大会 

 朗読部門 田中ちひろ 優秀賞 

 

 九州高校放送コンテスト長崎県大会 

 朗読部門 田中ちひろ 優良賞 

 

○将棋 

 長崎県高等学校総合文化祭将棋部門新人大会  

 柏木智成 優勝（全国新人大会出場） 

 

 

 

 

 

 各部大会結果報告  
 

 

 

 
    

 

 

 

 
    

１～３月行事予定 

 

１月 ３日（月）～４日（火） 

         第３回共通テストプレ（３年） 

   ５日（水）～７日（金） 

         冬季補習（３年） 

   ８日（土） Sプロ（３年） 

  １１日（火） 始業式 校内実力テスト（１・２年） 

  １２日（水） 校内実力テスト（２年） 

  １５日（土） 対外実力模試（１年） 

  １５日（土）～１６日（日） 

         大学入学共通テスト（３年） 

         対外実力模試（２年） 

  １８日（火） 特別編成授業 開始（３年） 

  ２２日（土） 英検１次 

  ２６日（水） タイムトライアル大会 

  ２９日（土） Sプロ（全学年） 
 

 

 

 

２月 １日（火） 開校記念日  

   ２日（水）～３日（木） 

         前期入学者選抜 

         （生徒自宅学習） 

   ５日（土） Sプロ（１・３年） 

         対外実力模試（１年希望者） 

   ５日（土）～６日（日） 

         対外マーク模試（２年） 

  １１日（金） 個別試験対策模試（３年） 

  １７日（木）～２２日（火） 

         学年末考査（１・２年） 

  ２０日（日） 英検２次 

  ２２日（火） 国公立大前期受験者集会 

  ２８日（月） 卒業式予行 

 

３月 １日（火） 第７４回卒業式 

 

 

 

後期生徒総会  

 １１月１７日（水）に後期生徒総会が行われまし

た。今回も、新型コロナウイルス感染予防のため、放

送室から教室にいる生徒に向けての校内放送で実施し

ました。 

 まず、第１号議案（後期生徒会活動方針案）につい

ては、各委員会からの報告に対する審議が行われ、議

案は各教室での拍手を持って承認されました。次に、

第２号議案（各クラスから提出された学校生活におけ

る意見・要望）については、事前に出された要望を先

生方に検討していただき、その回答について生徒会の

担当者が報告する形をとりました。要望のうち、防寒

着の使用については試行期間として許可されるなど、

対応していただける回答もありました。また、生徒・

職員の代表者による校則見直しについての議論が開始

されたことが伝えられました。生徒は要望や回答を聞

くことを通して、生徒総会の意義を感じることができ

たように思います。 

 今後も学校生活をより良くするために、生徒総会が

さらなる議論の場となるような工夫を考えたいと思い

ます。  

 本校では、１２月を服務規律特別強化月間として、「飲酒運転の撲滅」と「体罰の根絶」を重点目標とする取

組を全職員で行っています。「体罰・不適切な指導の根絶に向けて」のチェックシートを活用した校内研修を 

１１月２４日（木）に行い、重点目標に向けての「私の行動宣言」を明記し、机上の見えるところに置いていま

す。また、各校務分掌で「不祥事のない明るい職場作り」について協議し、効果的と思われる提案を共有して、

不祥事防止に向けた取組を行っています。 

教職員による服務規律特別強化月間  


